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今回の学習指導要領の改訂において，
中心的な役割を果たされた。
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奈須 正裕

　2020年の小学校新学習指導要領全面実施に向けて

本年度・2018年4月から，2年間の移行措置期間に入りました。

　新学習指導要領の改訂の趣旨に照らして，

これからの小学校教育には何が求められているのか，

教育界のキーマンに対談していただきました。

前文部科学省初等中等教育局視学官
（社会科教科調査官併任）
新学習指導要領改訂における事務局
リーダーの一人
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奈須　今回いちばん大きく変えたのは，学力観だと思
います。昔から何度も「学力観」の話は出ていました
が，決定的にはっきり変えました。それが象徴的なの
は，各教科等の目標の記述様式が３つの資質・能力の
面からの記述に統一されたことです。
澤井　今改訂で，各教科の記述様式が構造的に大整理
されて揃ったことは，そこに注目が集まったという点
でも意義が大きいと思います。でも，教科の再編成や
内容の整理の面では課題も残ったかと思いますがいか
がですか？
奈須　今ある教科の枠組みは，個人的にはこのままで
よいと思っています。資質・能力というものは直接的
に教えることは不可能で，教科等の内容を通して育成
することになります。今改訂で，資質・能力という横
ぐしを刺せたことで，全ての教科等を貫く学習モデル
をきちんと表す枠組みを作ることができました。
澤井　今改訂では，知識・技能が「資質・能力」の１
つになったということですよね。これはインパクトが
ありますね。これまで資質・能力というと能力・態度
的なイメージがありましたが，今回は知識も「身につ
けて使えるべき状態としてあるもの」で，これが資質・
能力だという考え方の変化は大きいと思います。

新学習指導要領は，どこが新しいのか？1

　社会的事象について，よりよい社会を考え
主体的に問題解決しようとする態度を養うと
ともに，多角的な思考や理解を通して，地域
社会に対する誇りと愛情，地域社会の一員と
しての自覚，我が国の国土と歴史に対する愛
情，我が国の将来を担う国民としての自覚，
世界の国々の人々と共に生きていくことの大
切さについての自覚などを養う。

（３）
学びに向かう力，
人間性等

　社会的事象の特色や相互の関連，意味を多
角的に考えたり，社会に見られる課題を把握
して，その解決に向けて社会への関わり方を
選択・判断したりする力，考えたことや選択・
判断したことを適切に表現する力を養う。

（２）
思考力，判断力，

表現力等

　地域や我が国の国土の地理的環境，現代社会
の仕組みや働き，地域や我が国の歴史や伝統と
文化を通して社会生活について理解するととも
に，様々な資料や調査活動を通して情報を適切
に調べまとめる技能を身に付けるようにする。

（１）
知識・技能

新しい学力観：｢資質・能力｣ が身についたか

｢見方・考え方｣を働かせ／学習過程・活動を通して

これまでの学力観：量的に身についたか

■ ブロックが何個積み上がったか。要素として何個入っているか。

■ 各教科の目標に共有する記述

■ ３つの資質・能力(社会の例)

重さ

体積 円・球

乗法 面積 角

加法・減法 長さ 二等辺三角形 式

数と計算 量と測定 図形 数量関係

（算数の例）

資質・能力は，子ども
たちが意識して学ぶも
のではありません。
見方・考え方は，くり
返すことで，子どもた
ちのものになります。

資質・能力と見方・考え方の整理

子ども

先生

意図して
●教材化
●設計

身近で切実

課題設定の
キーワード

育てる

働かせる

資質・能力

見方・考え方

■ 先生が ｢資質・能力｣を育て，子どもが ｢見方・考え方｣を
働かせます。
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澤井　今改訂では，学習指導要領で示されている３つ
の資質・能力がバラバラにならないように見方・考え
方と過程・活動を目標に組み入れています。３つの資
質・能力がバランスよく育つように，その見方・考え
方が「縛り」になっているような感じがします。そこ
に総則にある２つのキーワード，「主体的・対話的で
深い学び」「カリキュラム・マネジメント」が抑えと
して，構造的に効いていると思います。つまり，単元
設計などを通して，こういう過程を重視して，３つの
資質・能力をバランスよく育てるのがよいというメッ
セージなのではないかと思います。
　また，教科の「内容」にも「知識・技能」や「思考
力，判断力，表現力」があります。これをそれぞれの
教科の目標（３つの資質・能力）にもある「知識・技
能」や「思考力，判断力，表現力」と合わせて見ても
らい，その内容でこの資質・能力を育てるのだという
ように内容と目標が切り離れない仕掛けになっていま
す。現場の先生は往々にして内容を中心に捉えがちか
と思いますが，つねに目標（子どもに身につけさせた
いこと）に立ち返ることが大切だということですね。

2 各教科等の目標と内容との関係とは？

総則の２つのキーワード

カリキュラム・マネジメント
目的：教育活動の質の向上

主体的・対話的で深い学び
（アクティブ・ラーニング）

各教科等の内容（社会3年の例）

　社会的事象について，主体的に学習の問題
を解決しようとする態度や，よりよい社会を
考え学習したことを社会生活に生かそうとす
る態度を養うとともに，思考や理解を通して，
地域社会に対する誇りと愛情，地域社会の一
員としての自覚を養う。

（３）
学びに向かう力，
人間性等

　社会的事象の特色や相互の関連，意味を考
える力，社会に見られる課題を把握して，そ
の解決に向けて社会への関わり方を選択・判
断する力，考えたことや選択・判断したこと
を表現する力を養う。

（２）
思考力，判断力，

表現力等

　身近な地域や市区町村の地理的環境，地域
の安全を守るための諸活動や地域の産業と消
費生活の様子，地域の様子の移り変わりにつ
いて，人々の生活との関連を踏まえて理解す
るとともに，調査活動，地図帳や各種の具体
的資料を通して，必要な情報を調べまとめる
技能を身に付けるようにする。

（１）
知識・技能

見方・
考え方を
働かせる

子
ど
も

問題を
解決したい！

内容を
教えたい！

先
生

■ここでの問いは，授業の中だけでなく，
　子どもたちが将来にわたって使える問いとなります。

子どもの頭の働かせ方の変化

従
来

こ
れ
か
ら

………………Ａ
………………Ａ
………………Ａ

子どもは，先生が
期待する答えを探す！

子どもは，これから
使える問いをもつ！

Ｑ………………
Ｑ………………
Ｑ………………

小学校の先生に期待したいこと

■ 各学年の教科の内容は，常にその教科の目標と照らし合わ
せて見ることが大切です。

05



奈須　「この教科って何なの？　何のためにあるの？」
ということを再認識してほしいと思います。教科の内
容だけを知るのでなく，「この教科をなぜ教えて，子
どもにどんな意味があるの？」といったことを考えて
ほしいのです。教科はその知識を保有しているからと
いう考え方ではなくて，その知識について考えたり問
題解決をしたり，議論をしたりすることを通してこそ，
その教科ならではの考え方とか理解の仕方とか，もの
の見方というのが見えてくるのです。教科ごとの価値
や独自性について考えてほしいと思います。
澤井　新学習指導要領では，各教科等が３つの資質・
能力に整理されたのですから，例えば，思考力，判断
力，表現力について見てみるのであれば，教科を一列
に並べてみるといいと思います。ご自分の得意な教科
をベースに，その他の教科と比べることで，その教科
が求めている思考力，判断力，表現力がよく見えてく
ると思います。各教科等の価値や独自性は，比較する
ことでよく見えてくるのです。あとは小学校学習指導
要領解説・各教科編まで読んでもらうと，どんなプロ
セスで学んでいくのがその教科の学びなのか，つまり
「どのように学ぶのか」が書いてある，それを具体化
していけばよいということです。

新学習指導要領の教科を並べて比べ，理解を深める

【思考力，判断力，表現力等】

国語 　日常生活における人との関わりの中で伝え合
う力を高め，思考力や想像力を養う。

音楽 　音楽表現を工夫することや，音楽を味わって
聴くことができるようにする。

図画
工作

　造形的なよさや美しさ，表したいこと，表し
方などについて考え，創造的に発想や構想をし
たり，作品などに対する自分の見方や感じ方を
深めたりすることができるようにする。

外国語

　コミュニケーションを行う目的や場面，状況
などに応じて，身近で簡単な事柄について，聞
いたり話したりするとともに，音声で十分に慣
れ親しんだ外国語の語彙や基本的な表現を推測
しながら読んだり，語順を意識しながら書いた
りして，自分の考えや気持ちなどを伝え合うこ
とができる基礎的な力を養う。

教科で培われる ｢学びに向かう力・人間性｣ の例

・これは本当に正しいのか。
・長いものに巻かれない。
・違うものは違うと主張を貫く。

■教科で身につけた学力を何のために使うのかが大切です。

・ 敬虔なカトリック信者だったが，
聖書に反することを見つけて
悩む。しかし，事実はないが
しろにできなかった。

それでも
地球は

回っています！

このために
算数の論理を

このために
理科の論理を

新学習指導要領を
どのように
読んでほしいか？3

教科の存立理由の例（｢よだかの星｣の学習と児童の反応から）

生命

国語の見方・考え方 理科の見方・考え方

命をかけて，よだかは
星になれて，やっと願
いがかなったので，よ
かったと思う。

ファンタジックに
アプローチする価値

ずっと上がっていくと，
空気が薄く呼吸ができ
なくなり，羽ばたけな
いでよだかは，落ちて
死ぬ。

【学習問題】
よだかが，星になったときの気持ちを
考えましょう。

科学的に
アプローチする価値

算数の例

理科の例―ガリレオ・ガリレイ
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子どものふり返りを評価する視点

【学習した対象〈学習内容〉に対して】の知識・思考
（例） 今日は，伊能忠敬の人物像が分かった。 

➡（１）知識・技能 
➡（２）思考力，判断力，表現力

【自分〈学習行動・活動〉に対して】の知識・思考・情意
（例） 今日の話し合いは面白かったけど，途中で混乱

したから残念だった。次はもっといい話し合い
がやりたい。 
➡（３）学びに向かう力，人間性

澤井　新学習指導要領の趣旨に沿った評価をしていく
ときに特に気になるのが，「学びに向かう力，人間性」
の評価ですが，教科の授業でいうと，子どもにふり返
りを書かせると出てくる気がします。
奈須　そうですね。今日の学習内容に対する知識や思
考で，対象に向かって焦点化したような記述について
は「知識・技能」や「思考力，判断力，表現力」の中
で評価すればよいですね。だけど，学びに向かう力に
ついては，対象に対するものではなく，自分の学習に
対する知識や思考や情意で，自分の学びという行動を
制御するもので見取るのがよいですね。
澤井　授業のふり返りでよく見られるのが，ただ単に
「今日の学習をふり返りましょう。」「今日の学習をま
とめましょう。」というものです。そうして，子ども
から出た感想から評価の観点に合う表現を探っていこ
うとしても難しいと思います。意図的に評価を取りに
いったほうがよいと思います。そのためにも，ふり返
らせる観点を具体的に示す必要がありますね。それに，
特に，学びに向かう力，人間性を評価するには，その
ふり返りができる授業づくりをしないといけません。
まさに子どもたちが主体の問題解決学習を実現してこ
そ評価ができるのですね。

新学習指導要領の学びのイメージ

■ 下の２つの滑車が回り出すと，上の ｢学びに向かう力｣ が 
一緒に回って育つというイメージです。

知識や技能の活用

概念や高度な技能の獲得

見方・
考え方

達成感・
成就感

興味や関心・
意欲

学びに
向かう力

知識・
技能

思考力，
判断力，
表現力等

学びの活動の過程をふり返ることができる授業

（社会の例）

情報
（追加・焦点化）

調べる
考える
話し合う

予想する情報
（比較・関連）

読み取り

気付き
疑問

4
評価を十分に
していくための
授業づくりを

小学校の先生に期待したいこと

■ 「ふり返り」の中で，学びの活動の過程をふり返らせるこ
とが大切です。

まとめる

学習問題（課題）

ふり返る
（自分の考え）
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奈須　今回，単元という概念を復活させました。１
時間１時間の活動ではなくて，単元というプロセス
を通した授業改善をお願いできればと思います。単
元というのは内容（コンテンツ）があるとして，そ
の内容を子どもの経
験にどうしていくか，
すなわち内容を経験
化したものです。教
えるべきコンテンツ
が子どもたちにどう
いった意味のある学
習経験として，子ど
もの内に組織化され
ていくかという見通
しや計画のことです。
それはつまり，内容
をある方法に落とし
込んでいくわけです
から，単元は内容と
方法の結節点にあり
ます。

　内容と方法は分離しないと同時に，子どもの側に
立脚して内容論と方法論を有機的に結びつけていく
のが単元論です。そこを十分に意識した授業づくり
をしていっていただきたいと思います。

澤井　今回の学習指導要領では，教科の本質が整理
されています。だから，特に若い先生方は，ここで
再スタートする気持ちで，教科や学習指導要領を勉
強されるとよいと思います。そして，得意な教科を

窓口に新しい授業づ
くりにチャレンジし
ていってほしいと思
います。
　授業を研究すると
か授業に情熱をかけ
るというのは，何と
いっても先生の本分
です。授業を軸に
やっている先生は，
やっぱり，校内や保
護者，子どもとの関
係がうまくいきます。
逆に言うと，授業が
うまくいかないと連
動式にガタガタと崩
れて，対応に時間を

とられるということがあります。どれだけ「働き方
改革」と言われても，授業をしっかりとつくってい
くということだけは，軸においてやっていくべきだ
と思います。
　そのためにも校内研究がすごく大事だと思います。
今回整理された３つの資質・能力をネタに，自分の
得意な教科の目線で，校内の仲間と「授業を見て，
授業を語る」機会をたくさんもってほしいと思いま
す。学習指導要領を読み込んでも授業は変わりませ
ん。授業を変えるためには，理論や理屈だけではな
く，「授業を見て，語る」ことなのだと思います。

小学校の先生に
期待したいこと

教育界

キーマ
ン

対談

「単元」を通して

深い学びを！
何よりも

「授業」を大切に

してほしい！

内容 方法単元
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